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（第 8回　入澤宏・彩記念 JPS 心臓・循環論文賞）

　この度，第 8回入澤宏・彩記念 JPS心臓・循環
論文賞を賜り，日本生理学会の本賞選考に関わる
皆様並びに会員の皆様に心からお礼申し上げます．
　私たちの分野では，先代の和泉博之教授の頃か
ら，口腔・顔面・頭部領域における血流調節機構
の特殊性とそれらの同領域に固有な疾患（顎関節
症等）との関連性について研究を行っています．
その結果，口腔・顔面・頭部領域の血流動態には
神経性（交感及び副交感神経）及び体液性（副腎
髄質等）の自律神経性血流調節が重要であり，こ
れらの調節系と協調関係の破綻が諸種の疾患に関
連していることが示唆されています．
　今回の論文は，主に咀嚼筋の血流動態における
神経性と体液性調節との相互作用について報告し
たものです．咀嚼筋に分布する交感性血管収縮線
維は持続的トーヌスによって血流維持に関わって
おり，副腎髄質から分泌されるアドレナリンは咀
嚼筋に顕著な β受容体を介する血管拡張を誘発し
ます．しかし，頸部交感神経を切断すると，β受
容体を介する血管拡張は顕著に抑制されることが
明らかになりました．これは，頸部交感神経活動
が循環アドレナリンによる咀嚼筋の血管拡張に重
要であることを示しています．また，この抑制作
用は α1 受容体アゴニスト投与では影響を受けま
せんが，α2 受容体アゴニスト投与で有意に回復す
ることから，咀嚼筋の α2 受容体の活性化（神経

性）が β受容体を介する血管拡張（体液性）に関
与することが示唆されます．α2 及び β受容体はい
ずれも cAMPを介して血管反応を調節していま
す．したがって，これら受容体のcAMPの代謝系
における相互作用が咀嚼筋の血流動態の良否を左
右する重要な因子の一つであることが推測されま
す．
　今後は，自律神経性血流調節の相互作用につい
て，受容体及びシグナル伝達機構の詳細なメカニ
ズムについて分子基盤を網羅した検討を重ねると
ともに，それらの機能修飾機構に関する研究を展
開していくことで，口腔・顔面・頭部領域の血流
調節における自律神経系の重要性と血流・機能障
害の新たな予防と治療法の可能性を導くことがで
きるのではないかと考えています．
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